様式第１号（第４の２関係）
北海道リサイクル製品認定申請書
　　年　　月　　日　

　北海道知事　様

申　請　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
電話番号

北海道リサイクル製品認定及び利用推進要綱第４の２の規定により、次のとおりリサイクル製品の認定を申請します。
	１　品目名
	

	２　製品名
	

	３　製品の型式、形状、寸法及び規格
	

	４　製造事業所
	所在地
	

	
	名　称
	

	５　添付資料
	(1) 別紙１ 循環資源利用説明書
(2) 別紙２ 製品製造等における環境負荷低減に関する評価書
(3) 別紙３ 製造事業所の環境法令等遵守状況及び製品販売に関する説明書
(4) 別紙４ 品質、環境安全性への配慮及び配合率に関する基準適合性
(5) 製品の説明書、紹介パンフレット等
(6) 製品製造フロー説明書
(7) 製品の概観を示すカラー写真
(8) 製造事業所の周辺環境を示す図面
(9) 直前の事業年度における決算書
(10) その他参考資料



	担当者連絡先
	所属・氏名
	

	
	所　在　地
	

	
	連絡電話番号等
	（電話）　　　　　　　　　　（FAX）

	
	連絡E-mail
	





別紙１
循環資源利用説明書

１　製品の原材料として利用する道内循環資源 （前年実績）
	循環資源の種類
	排出者名
	発生場所（市町村名）
	利用量(ｔ)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　
２　製品の原材料として利用する道外循環資源の割合（道外循環資源を利用している場合のみ記載）
（１）循環資源の種類別利用割合
	循環資源の種類
	

	循環資源の種類毎の年間利用量
	道内循環資源利用量　（A）
	　(ｔ)

	
	道外循環資源利用量　（B）
	　(ｔ)

	
	道内循環資源利用割合（A/(A+B)×100）
	　(％)

	道内循環資源の主な排出者名及び発生場所（市町村名）
	

	
	

	
	

	道外循環資源の主な排出者名及び発生場所（都府県及び市町村名）
	

	
	

	
	

	道外循環資源利用の理由
	


　　 ※ 利用する道外の循環資源の種類が複数ある場合は、本記載欄を適宜挿入して追加する。
（２）循環資源の利用割合（総量）
	循環資源の年間利用総量

	道内循環資源利用総量（C）
	　(ｔ)

	
	道外循環資源利用総量（D）
	　(ｔ)

	
	道内循環資源利用総量割合（C/(C+D)×100）
	　(％)


　　 ※ 利用する道外の循環資源の種類が複数ある場合のみ記載。

３　製品普及の効果
	効　果
（循環資源の循環的利用の促進及び廃棄物の最終処分量の削減に対する効果（自己評価））
	




別紙２
製品製造等における環境負荷低減に関する評価書

	段　階
	他の一般製品との比較等による自己評価

	製造加工段階
	増加する　・　変わらない　・　低減する

	
	（理由）

	流通段階
	増加する　・　変わらない　・　低減する

	
	（理由）

	使用段階
（施工及び解体時含む）
	増加する　・　変わらない　・　低減する

	
	（理由）

	再生利用段階
	再生利用可能の有無
	　可　・　不可

	
	（説明）

	廃棄段階
	増加する　・　変わらない　・　低減する

	
	（理由）

	その他特記事項
	




別紙３
製造事業所の環境法令等遵守状況及び製品販売に関する説明書

１　製造事業所の環境法令等遵守状況
	法令等の名称
	許可、届出、協議等の状況

	廃棄物の処理及び清掃に関する法律
	

	北海道循環型社会形成の推進に関する条例（第24条～第30条：道外産業廃棄物の搬入事前協議関係）　※ 道外循環資源の利用がある場合に記載
	

	
	


　　 ※ 関連する環境法令が他にもある場合は、本記載欄を適宜挿入して追加する。

	環境関係法令の違反による罰則又は命令等の不利益処分の有無（過去５年以内）
	　有　　・　　無

	
	＜内容（有の場合）＞



２　製品販売に関する事項
	販売（予定）年月日
	

	販売（予定）地域
	

	主な取扱店（予定）
	

	製品の販売（予定）価格　
	



（既販売・更新申請時）
	売上額（事業全体）
	（直近　年　月期）　　　　　　　　　円

	
	うちリサイクル製品売上
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	リサイクル製品販売量
	（上記期間内）


　　 ※ この欄（売上額等）は「すでに販売を開始している製品」または「更新申請の製品」の場合に記載する。



別紙４
品質、環境安全性への配慮及び配合率に関する基準適合性

１　品質に係る基準適合性
（１）日本産業規格又は日本農林規格への適合性
	規格の有無
	　有　・　無

	規格の名称及び番号
	

	適　合　性
	　適　・　否

	適合を証明する資料
	



（２）北海道が定める工事共通仕様書に定める規格への適合性
	規格の有無
	　有　・　無

	関係条項等
	

	適　合　性
	　適　・　否

	適合を証明する資料
	



（３）その他の規格等の適合性※
	規格の有無
	　有　・　無

	規格の名称等
	

	適　合　性
	　適　・　否

	適合を証明する資料
	


　　※ (1)、(2)のいずれの規格等にも定めがない製品の場合のみ記載

（４）製品に適用される関係法令等への適合性
	法令等の有無
	　有　・　無

	法令等の名称
	

	適　合　性
	　適　・　否

	適合を証明する資料
	



（５）北海道グリーン購入基本方針に係る判断基準への適合性
	特定調達品目の有無
	　有　・　無

	特定調達品目の名称
	

	適　合　性
	　適　・　否

	適合を証明する資料
	




２　環境安全性への配慮に係る基準適合性
	適合性
	適　・　否

	適合性を証明する資料等
	

	その他特記事項
	




３　配合率に係る基準適合性
（１）エコマーク製品等の該当の有無
	エコマーク認定基準に配合率基準が定められている製品又は北海道グリーン購入基本方針で定める環境物品等調達方針で掲げる特定調達品目への該当の有無
	有　・　無

	
	該　当
配合率
	



（２）循環資源の配合率（１製品あたり重量比）
	循環資源の種類
	配合率（％）
	その他材料の種類
	配合率（％）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	
	合　計
	

	特記事項
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